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穀
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遺
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塩

沢

裕

仁

前

言

河
洛
文
化
が
展
開
さ
れ
た
中
原
、
と
く
に
そ
の
中
心
で
あ
る
洛
陽
を
語
る
際
、
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
河
川
は
洛
水
で
あ
る
。
洛
陽
盆

地
に
は
こ
の
洛
水
の
ほ
か
、
伊
水
と
い
う
大
河
川
も
あ
り
、
本
研
究
班
は
先
年

『

水
経
注』

洛
水
・
伊
水
条
の
研
究
成
果
に
係
る

『

水
経

注
疏
訳
註

洛
水
・
伊
水
篇』

を
刊
行
し
た
。
然
る
に
、
洛
陽
を
語
る
上
に
避
け
て
は
通
れ
な
い
河
川
が
も
う
一
つ
存
在
す
る
。
穀
水
で

あ
る
。『

水
経
注』

で
は
巻
を
改
め
て
一
つ
の
巻
と
し
洛
水
・
伊
水
以
上
に
こ
れ
を
詳
述
し
て
い
る
。
拙
著

『

千
年
帝
都
洛
陽』

に
お
い
て

砂
礫
の
河
床
で
相
当
の
流
量
を
有
す
る
洛
水
・
伊
水
の
利
水
に
は
増
水
期
な
ど
極
め
て
危
険
性
が
伴
う
点
を
指
摘
し
た
が

(

１)

、
そ
れ
故
に
こ

そ
、
洛
陽
盆
地
第
三
の
河
川
に
し
て
渇
水
も
な
く
非
砂
礫
河
床
を
も
つ
穀
水
が
漢
魏
洛
陽
城
と
い
う
巨
大
都
市
を
維
持
す
る
生
命
線
と
成

り
得
た
の
で
あ
る
。

穀
水
は
現
在
の
澗
河
に
相
当
す
る
河
川
で
あ
る
が
、『

水
経
注』

に
述
べ
る
河
道
は
洛
陽
市
街
地
西
北
部
に
あ
る
王
城
公
園
の
北
側
で
大

五



き
く
変
移
を
起
こ
し
て
い
る
。
現
在
の
澗
河
は
、
河
南
省
西
部
の
陝
県
観
音
堂
鎮
の
東
側
に
あ
る
谷
に
源
を
有
し
、
東
流
し
つ
つ�黽
池
県
・

義
馬
市
・
新
安
県
を
経
て
洛
陽
市
に
入
り
、
洛
陽
市
澗
西
区
王
城
公
園
の
西
北
か
ら
南
に
流
れ
を
変
え
、
洛
陽
市
澗
西
区
興
隆
寨
の
東
南

で
洛
河

(

洛
水
現
河
道)

に
入
る

(

写
真
⑦)

。
全
長
一
〇
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
中
河
川
で
、
流
域
面
積
は
一
四
三
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

河
床
は
亜
粘
土
質
で
、
河
道
傾
斜
度
は
四
・
二
‰
、
湾
曲
度
一
・
四
四
％
、
総
落
差
四
四
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
然
る
に

『

水
経
注』

に
み

る
穀
水
は
と
い
う
に
、
秦
嶺
東
端
の
谷
間
を
縫
う
よ
う
に
流
れ
比
較
的
に
深
い
河
谷
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
東
周
王
城
遺
跡
の
直
上

に
あ
る
王
城
公
園
の
西
北
ま
で
は
河
道
変
移
を
起
こ
し
に
く
く
、
澗
河
と
ほ
ぼ
同
一
の
河
道
を
と
る
が
、
洛
河
北
岸
の
平
坦
な
段
丘
上
に

出
る
王
城
公
園
西
北
の
五
女
冢
付
近
で
大
き
く
河
道
変
移
を
起
こ
し
て
い
る
。
穀
水
古
河
道
は
五
女
冢
付
近
か
ら
隴
海
鉄
路
に
沿
っ
て
東

に
向
か
い
、
明
清
代
の
洛
陽
で
隋
唐
洛
陽
城
の
宮
殿
区
に
あ
た
る
洛
陽
老
城
の
東
側
で�
河
を
横
切
り
、
隋
唐
洛
陽
城
外
郭
東
北
角
を
経

て
現
在
の
中
州
渠
に
沿
っ
て
東
北
に
流
れ
、
漢
魏
洛
陽
城
遺
跡
を
回
流
し
て
、
さ
ら
に
東
に
延
び
偃
師
市
市
街
地
の
東
側
で
洛
水

(

現
伊
洛

河)

に
合
流
し
て
い
る

(

２)

。
し
た
が
っ
て
、
王
城
公
園
の
西
北
よ
り
現
澗
河
と
旧
穀
水
と
で
は
河
道
が
大
き
く
異
な
る
の
で
あ
る
。

本
論
は

『

水
経
注
疏』

穀
水
条
を
釈
読
す
る
た
め
の
考
古
学
的
な
資
料
を
提
供
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
穀
水
流
域
で
す
で
に
考

古
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
都
城
・
集
落
遺
跡
に
つ
い
て
触
れ
て
い
く
が
、
上
述
の
ご
と
く
現
澗
河
の
河
道
と
旧
穀
水
の
河
道
と
が
東
周

王
城
遺
跡
を
分
岐
点
に
し
て
全
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
現
澗
河
流
域
の
遺
跡
、
な
ら
び
に
東
周
王
城
以
東
の
穀
水
古
河
道
遺
構
と
関
連
都

城
遺
跡
と
い
う
二
つ
の
内
容
構
成
を
以
て
述
べ
て
い
く
も
の
と
す
る
。
ま
た
、『
水
経
注』

穀
水
条
を
考
え
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
旧

穀
水
の
河
道
を
基
準
と
し
て
遺
跡
の
状
況
を
述
べ
る
こ
と
か
ら
、
と
く
に
現
澗
河
の
河
道
を
指
す
場
合
を
除
き
、
敢
え
て
澗
河
と
い
う
呼

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇
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称
で
は
な
く
穀
水
と
い
う
旧
称
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
漢
魏
洛
陽
城
ま
で
穀
水
を
導
く
た
め
の
人
工
溝
渠
を
陽
渠
と
称
す
る
が
、

『

水
経
注』
で
は
穀
水
と
い
う
表
現
と
混
用
し
て
い
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

一

穀
水

(

澗
河)

流
域
の
標
点
遺
跡

１

穀
水
源
流
域
の
状
況

穀
水
の
源
流
は
陝
県
と�黽
池
県
と
の
県
境
を
な
す
馬
頭
山
の
麓
の
小
さ
な
河
谷
に
あ
り
、
河
谷
の
中
央
に
あ
る
張
村

(

陝
県)

の
北
側
で

山
麓
に
発
す
る
二
つ
の
流
れ
が
一
つ
に
な
り
張
村
の
集
落
を
南
北
に
貫
い
て
い
る
。
そ
の
後
東
南
流
し
て
三
一
〇
国
道
、
隴
海
鉄
路
と
交

差
、
七
里
村
の
西
側
で
東
に
向
き
を
変
え
る
(
写
真
①)

。
こ
こ
か
ら
い
き
な
り
水
量
は
増
え
る
が
、
現
在
澗
河
と
称
す
る
の
も
こ
こ
か
ら

で
あ
る
。
張
村
と
七
里
村
で
は
そ
れ
ぞ
れ
新
石
器
時
代
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
張
村
遺
跡
は
面
積
約
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
文
化

層
の
厚
さ
一
〜
二
メ
ー
ト
ル
、
龍
山
文
化
の
遺
存
で
あ
る
が
春
秋
戦
国
期
や
漢
代
の
遺
存
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
七
里
村
遺
跡
は
面
積
約

一
・
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
文
化
層
の
厚
さ
は
約
二
メ
ー
ト
ル
、
龍
山
文
化
の
遺
存
で
あ
る

(

３)

。
七
里
村
よ
り
東
流
す
る
穀
水
は�黽
池
県
城
関

鎮
の
西
側
に
お
い
て
、
西
北
の
谷
か
ら
く
る
一
支
流
と
合
流
す
る
が
、
こ
の
間
、
河
谷
の
中
に
は
土
橋
村
・
呉
瑶
頭
・
南
馬
村
・
英
豪
・

東
曲
・
西
河
南
と
い
っ
た
新
石
器
時
代
遺
跡
が
断
続
的
に
存
在
す
る
。
一
方
、
こ
の
渓
谷
の
基
幹
集
落
で
あ
る
観
音
堂
鎮
の
西
側
に
あ
る

分
水
嶺
上
に
は
車
轍
遺
跡

(

唐
代
の
古
道
遺
構
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
時
代
的
に
は
さ
ら
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る)

が
あ
る
。
こ
の
遺
構
の
あ
る
地

点
が
ま
さ
に�肴
山
山
脈
の
分
水
嶺
で
あ
り
、
轍
の
跡
が
見
事
に
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
通
史
を
考
え
る
上
で
も
極
め
て
有
意
義
な
遺

穀
水

(

澗
河)

流
域
の
標
点
遺
跡
と
穀
水
古
河
道
の
遺
構

塩
沢
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跡
で
あ
る

(
４)

(

写
真
②)

。

�黽
池
県
城
で
合
流
す
る
支
流
の
源
流
は
張
村
鎮

(�黽
池
県)

の
西
側
に
あ
る
黒
虎
廟
山
の
麓
か
ら
の
び
る
河
谷
に
あ
り
、
こ
の
河
谷
で
も

す
で
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
丁
村

(

仰
韶
期)

の
ほ
か
寨
溝

(

仰
韶
・
龍
山
期)

・
荊
村

(

仰
韶
早
期)

な
ど
の
新
石
器
時
代
遺
跡
が
数
多
く

確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
戦
国
晩
期
と
さ
れ
る
集
落
遺
跡
が
朱
城
村

(�黽
池
県)

で
確
認
さ
れ
て
い
る

(

朱
城
村
遺
跡)

。
村
の
東
側
に
東

西
二
城
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
村
落
の
東
北
に
あ
る
高
台
の
地
面
上
で
土
器
片
が
散
見
さ
れ
る
が
、
城
壁
な
ど
の
遺
構
は
目
視
で
き
な
い
。

村
落
内
に�
利
城
の
石
碑
が
立
ち
、
秦
趙
会
盟
の
と
き
の
遺
構
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
支
流

と
穀
水
の
合
流
点
に
あ
た
る�黽
池
県
城
南
側
の
穀
水
の
北
岸
に
は
、
秦
趙
の
会
盟
台
遺
跡
が
あ
る
。
形
状
は
円
錐
台
形
で
高
さ
約
一
八
メ
ー

ト
ル
、
底
辺
の
周
長
は
九
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
軍
関
係
の
施
設
の
中
に
あ
っ
た
た
め
、
見
学
も
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
現
在

で
は
遺
構
の
周
囲
の
み
が
公
園
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
当
該
遺
構
に
対
し
て
考
古
学
的
な
調
査
が
行
わ
れ
た
か
否
か
は
判

然
と
し
な
い
。

２

仰
韶

(

村)

遺
跡

上
述
の
ご
と
く
穀
水
上
流
の
河
谷
に
は
数
多
く
の
新
石
器
時
代
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
特
記
す
べ
き
は�黽
池
県
城
の
北
側
に
位

置
す
る
新
石
器
時
代

(

晩
期)

の
文
化
類
型
の
指
標
と
な
る
仰
韶
遺
跡
で
あ
る
。
仰
韶
遺
跡
は
一
九
二
〇
年
に
中
国
地
質
調
査
所
が
行
っ
た

豫
西
調
査
の
際
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
一
九
二
一
年
に
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
発
掘
し
て
以
来
、
中
国
史
を
語
る
上
で
最
も
重
要
な
文
化
史

蹟
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
場
で
は
仰
韶
文
化
に
つ
い
て
詳
述
す
る
紙
幅
は
な
い
た
め
、
遺
跡
の
現
状
を
記
す
に
止
め
る
が
、
仰
韶
と
い
う

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇
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歴
史
的
な
遺
跡
が
ま
さ
に
こ
の
穀
水
水
系
に
立
地
す
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
て
も
ら
え
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

仰
韶
遺
跡
は�黽
池
県
城
の
北
、
仰
韶
郷
仰
韶
村
と
寺
溝
村
の
間
の
台
地
上
に
あ
り
、
飲
牛
河
が
そ
の
東
側
を
南
北
に
流
れ�黽
池
県
城
の

東
側
を
経
て
穀
水
に
流
れ
込
む
。
当
該
遺
跡
は
一
九
五
一
年

(

第
二
回)

、
一
九
八
〇
・
八
一
年

(

第
三
回)

に
も
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
お

り
、
村
落
内
の
発
掘
地
点
に
は
そ
れ
ぞ
れ
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
文
化
層
は
当
初
三
層
に
分
け
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
①
仰
韶

文
化
中
期

(

廟
底
溝
類
型)

、
②
仰
韶
文
化
晩
期
、
③
竜
山
文
化
早
期

(

廟
底
溝
二
期
文
化)

、
④
竜
山
文
化
晩
期

(

河
南
竜
山
文
化)

の
四
層
に

分
け
ら
れ
て
お
り

(

５)

、
こ
の
四
層
に
つ
い
て
は
、
寺
溝
村
の
北
側
に
あ
る
遺
構
保
存
建
築
物
の
中
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
建
築

物
と
は
別
に
仰
韶
村
の
南
側
に
は
博
物
館
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

３

馮
異
城

仰
韶
遺
跡
の
西
北
、�黽
池
県
仰
韶
郷
礼
荘
寨
村
西
側
の
台
地
上
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
城
壁
は
東
側
の
小
渓
に
向
か
っ
て

〝

匚〞

字
型

に
開
い
て
い
る

(

写
真
③)

。
城
址
を
囲
む
小
渓
と
の
比
高
は
六
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
島
状
の
台
地
は
天
然
の
要
害
と
な
っ
て
い
る
。
後

漢
初
、
赤
眉
軍
に
対
抗
す
る
た
め
に
馮
異

(『

後
漢
書』

巻
一
七
馮
異
伝)

が
築
造
し
た
と
さ
れ
、
東
城
壁
を
築
造
す
る
前
に
赤
眉
軍
が
敗
退

し
た
た
め
東
城
壁
は
築
造
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
南
北
西
三
面
の
城
壁
の
残
存
状
況
は
極
め
て
よ
く
、
北
城
壁
三
九
メ
ー
ト
ル
、

西
城
壁
一
一
九
メ
ー
ト
ル
、
南
城
壁
三
四
メ
ー
ト
ル
、
残
高
は
最
も
高
い
と
こ
ろ
で
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
。�
築
層
の
厚
さ
は
一
〇

〜
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、�
窩
の
直
径
は
四
〜
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
土
質
は
極
め
て
粗
い

(

６)

。
土
質
が
緊
密
で
極
め
て
整
然
と
し
た
厚

さ

(

七
〜
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル)

を
有
す
る
漢
代
の
一
般
的�
築
層
の
状
況
と
比
べ
る
と
、
漢
代
の
遺
構
と
し
て
は
特
異
な
構
造
を
持
っ
て
い

穀
水

(

澗
河)

流
域
の
標
点
遺
跡
と
穀
水
古
河
道
の
遺
構

塩
沢

九



る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
応
急
的
な
構
造
物
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
赤
眉
期
の
築
造
物
と
い
う
認
識
に
立
つ
な

ら
ば
、
極
め
て
珍
奇
な
城
址
で
あ
り
、
歴
史
的
に
注
目
す
べ
き
遺
跡
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
表
に
は
漢
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ

る
陶
器
片
が
散
在
し
て
い
る
が
、
数
量
的
に
は
多
い
と
は
い
え
な
い
。

４

楚
坑

上
述
の
秦
趙
会
盟
台
遺
跡
か
ら
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
東
に
行
っ
た
、
義
馬
市
千
秋
郷
二
十
里
鋪
村
の
西
側
、
穀
水
北
岸
の
段
丘
上

に
あ
る
遺
跡
で
、
秦
末
に
項
羽
が
秦
兵
二
〇
万
人
を
埋
殺
し
た
場
所
と
さ
れ
る
。
楚
坑
遺
跡
と
称
さ
れ
て
お
り
、
遺
構
に
つ
い
て
は
隴
海

鉄
路
の
路
線
下
よ
り
南
側
の
穀
水
北
岸
の
段
丘
上
で
多
数
の
人
骨
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
の
面
積
は
一
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
と
報

告
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
が
発
掘
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
穀
水
の
河
谷
と
は
い
え
膨
大
な
人
数
の
埋
殺
が
可
能
な
黄
土
地
域
特
有
の
開
析

谷
の
よ
う
な
地
形
で
は
な
く
、
河
岸
段
丘
と
し
て
も
特
段
目
立
っ
た
地
形
で
は
な
い
。
何
故
に
当
該
地
が
選
択
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
立
地

に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
に
期
す
る
も
の
で
あ
る
。

５

秦
漢
新
安
県
古
城

秦
漢
代
の
新
安
県
古
城
は
義
馬
市
千
秋
郷
石
河
村
、
楚
坑
遺
跡
の
す
ぐ
東
側
で
、
穀
水
の
北
岸
の
段
丘
上
に
あ
る
、
面
積
一
五
万
平
方

メ
ー
ト
ル
を
有
す
る
東
西
に
長
い
長
方
形
の
城
址
で
あ
る

(

７)

。
現
在
の
新
安
県
城
は
当
該
遺
跡
の
東
約
二
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
位
置

し
て
い
る
。
漢
代
の
県
城
の
多
く
が
河
川
の
合
流
点
に
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
新
安
県
も
そ
の
範
疇
に
あ
り
、
遺
跡
の
東
側
を
南
北
に
流

れ
る
石
河
と
穀
水
と
の
合
流
点
に
あ
る
。
地
上
面
で
は
城
壁
の
遺
構
は
全
く
確
認
で
き
な
い
が
、
か
つ
て
城
内
か
ら
は
大
型
の
陶
水
管
が

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇

一
〇



出
土
し
て
お
り
、
城
内
に
は
漢
代
の
遺
物
と
考
え
ら
れ
る
瓦
や
陶
器
の
破
片
が
広
く
散
在
し
て
い
る
。
筆
者
の
調
査
時
に
も
石
河
村
の
集

落
内
で
大
型
の
空
心
磚
を
確
認
し
て
い
る
。
現
在
遺
構
上
に
石
河
村
の
集
落
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
遺
構
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
遺
物
は
河
川
の
合
流
点
に
近
い
集
落
東
南
部
の
農
地
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

鴻
慶
寺
石
窟

三
一
〇
国
道
は
義
馬
市
千
秋
郷
の
集
落
が
あ
る
台
地
上
を
走
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
並
行
し
て
穀
水
は
そ
の
台
地
の
下
を
東
流
す
る
。

隴
海
鉄
路
も
穀
水
の
北
岸
を
走
っ
て
お
り
、
常
村
郷
で
は
国
道
と
穀
水
が
東
西
に
延
び
る
岩
盤
の
低
丘
陵

(

比
高
約
三
〇
メ
ー
ト
ル)

を
挟

む
形
に
な
る
。
こ
の
丘
陵
を
黄
沙
石
山
と
称
す
が
、
そ
の
南
麓
、
穀
水
北
岸
に
開
削
さ
れ
て
い
る
の
が
鴻
慶
寺
石
窟
で
あ
る
。
元
来
六
窟

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
現
存
し
て
い
る
の
は
四
窟
で
あ
る
。
石
質
が
悪
く
風
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
長
期
に
わ
た
っ
て
修
復
作
業
が

行
わ
れ
て
い
る
。
四
六
の
仏
龕
、
一
二
一
体
の
仏
像
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
北
魏
期
の
も
の
と
唐
代
の
も
の
と
に
分
か
れ
る
。
第
一
窟
の

保
存
は
比
較
的
に
よ
く
、
北
魏
期
に
み
ら
れ
る
中
心
柱
の
形
式
を
有
し
、
壁
面
に
は
釈
迦
修
行
図
や
降
魔
変
が
彫
ら
れ
て
い
る

(

８)

。

７

鉄
門
千
唐
志
齋

鴻
慶
寺
石
窟
の
東
側
、
北
澗
河

(

広
陽
川
水
か)

と
の
合
流
点
に
あ
た
る
新
安
県
鉄
門
鎮
に
は
千
唐
志
齋

(

博
物
館)

が
あ
る
。
鉄
門
の
古

称
は
闕
門
で
あ
る
。
遺
跡
で
は
な
い
が
、
石
刻
研
究
者
に
は
必
見
の
資
料
館
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
敢
え
て
こ
の
場
で
言
及
し
て
お
き
た
い
。

千
唐
志
齋
は
旧
国
民
党
の
将
領
張�方
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
も
の
で
、
園
林

〝
蟄
廬〞

の
一
部
を
利
用
し
、
張�方
が
収
集
し
た
石
刻

(

墓
誌

中
心)

を
中
心
に
陳
列
し
て
い
る
。
千
唐
志
齋
は
一
九
四
七
年
に
政
府
の
管
轄
と
な
り
、
一
九
八
五
年
に
千
唐
志
齋
管
理
所
が
設
置
さ
れ
、

穀
水

(

澗
河)

流
域
の
標
点
遺
跡
と
穀
水
古
河
道
の
遺
構

塩
沢

一
一



千
唐
志
齋
博
物
館
と
し
て
公
開
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

園
林
西
側
の
専
用
展
示
室
で
は
、
西
晋
よ
り
北
魏
・
隋
・
唐
・
五
代
・
宋
・
明
・
清
・
民
国
に
至
る
一
四
〇
〇
余
枚

(

内
、
一
二
〇
〇
余

枚
が
唐
代
、
九
〇
余
枚
が
宋
代
、
三
〇
余
枚
が
明
代)

の
墓
誌
が
そ
の
建
物
の
壁
面
全
体
に
埋
め
込
ま
れ
て
お
り
、
収
蔵
庫
内
に
も
未
整
理
の
七

〇
〇
余
点
が
保
管
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
敷
地
の
東
側
に
は
小
浪
底
ダ
ム
の
建
設
に
よ
っ
て
水
没
す
る
こ
と
に
な
っ
た
西
沃
石

窟

(

北
魏
期
、
黄
河
南
岸
青
要
山
北
壁
：
新
安
県
西
沃
郷
西
沃
村)

の
石
仏
・
石
彫

(

龕
二
、
石
塔
四)

が
移
築
展
示
さ
れ
て
い
る
。

８

函
谷
関

函
谷
関
と
称
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
歴
史
上
四
つ
の
施
設
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
霊
宝
王�朶
村
遺
跡
、
新
安
城
関
鎮
遺
跡
、
霊
宝

孟
村
遺
跡
、
潼
関
港
口
鎮
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
穀
水
に
係
る
遺
構
が
新
安
城
関
鎮
遺
跡
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
新
安
城
関
鎮
の

函
谷
関
に
つ
い
て
簡
述
す
る
が
、
他
の
函
谷
関
遺
跡
の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
稿

｢

函
谷
関
遺
跡
考
証
―
四
つ
の
函
谷
関
遺
跡
に
つ
い
て
―｣

な
ら
び
に

｢

城
壁
・
烽
火
台
遺
構
よ
り
み
た
潼
関
城
址｣
を
参
照
さ
れ
た
い

(

９)

。

新
安
函
谷
関
に
つ
い
て
は
、
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
に
と
も
な
い
、
二
〇
一
二
年
六
月
か
ら
二
〇
一
三
年
五
月
に
か
け
て
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
て
い
る

(�)

。
関
城
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
時
期
に
造
営
さ
れ
た
大
城
と
小
城
と
が
連
結
し
た
小
型
の
城
邑
で
あ
る
。
小
城
の
平

面
は
長
方
形
を
呈
し
、
古
道
が
そ
の
中
央
を
貫
通
し
て
い
る
。
大
城
の
東
城
壁
は
北
側
の
鳳
凰
山
上
と
南
側
の
青
龍
山
上
に
あ
る
長
城
壁

と
連
結
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
漢
の
関
城
建
設
時
の
配
置
構
造
で
あ
り
、
後
漢
代
に
は
大
城
の
南
城
壁
が
増
築
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
関
城

の
南
側
に
南
城
壁
と
東
城
壁
と
で
構
成
さ
れ
る
比
較
的
大
き
な
空
間

(

居
住
区
域)
が
存
在
す
る
。
隋
唐
期
の
増
改
築
の
痕
跡
は
明
瞭
で
は

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇

一
二



な
く
、
明
清
期
以
降
の
修
築
は
関
楼
に
集
中
し
て
い
る
。
現
存
す
る

｢

Ｈ｣

字
型
の
構
造
を
有
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
近
代
に
お
け
る
民

居
の
建
設
に
よ
っ
て
遺
跡
中
央
部
の
形
状
が
断
続
的
に
破
壊
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

な
お
、
東
城
壁
下
で
確
認
さ
れ
た
戦
国
期
の
道
路
遺
構

(

写
真
④)

を
東
側
に
延
長
す
る
と
、
澗
河
の
北
岸
で
二
〇
一
一
年
の
調
査
中
に

発
見
さ
れ
た
岩
盤
上
に
残
る
軌
轍
痕
に
繋
が
る

(

二
〇
一
三
年
一
一
月
一
六
日
付

｢

大
河
報｣

洛
陽
：
残
存
長
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
左
右
の
車
轍
の
幅

一
・
一
五
メ
ー
ト
ル
、
軌
轍
の
深
さ
二
〜
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル)

。
こ
の
遺
構
に
つ
い
て
は
唐
代
の
軌
轍
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
東
城
壁
下
の
遺

構
と
の
連
接
関
係
な
ら
び
に
周
囲
の
環
境
か
ら
判
断
す
る
に
、
東
周
期
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
考
古
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
東
城
壁
下
の
道
路
遺
構
は
、
当
地
が
東
周
期
か
ら
軍
事
交
通
の
要
地
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
前
漢
代
に
関
城
を
築
く
環
境
が
す
で
に
東
周
代
に
完
備
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
考
古
隊
は
黄
河
南
岸
の
倉
儲
遺
跡
か
ら
南
へ
延
び
、
澗
河
の
新
安
函
谷
関
遺
跡
を
越
え
て
さ
ら
に
南
進
し
、
磁
河

(

磁
澗
河
、
旧

河
川
名
の
特
定
は
難
し
い
、
後
述)

の
河
谷
を
回
っ
て
南
に
洛
河
と
郭
坪
河

(

恵
水)

合
流
点
に
位
置
す
る
都
尉
治
の
遺
構
ま
で
散
関
障
の
長

城
線
を
引
い
て
い
る
が
、
そ
の
ラ
イ
ン
は
筆
者
が
想
定
す
る
散
関
障

(

黄
河
南
岸
―
穀
水
河
谷
―
洛
水
河
谷
―
甘
水
上
流)

に
極
め
て
近
い

(�)

。
漢

代
の
函
谷
関
を
よ
り
重
要
な
も
の
と
す
る
存
在
と
し
て
、
筆
者
が
以
前
よ
り
そ
の
存
在
を
強
調
し
て
き
た
散
関
障
と
の
繋
が
り
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
も
考
古
成
果
の
一
つ
と
い
え
る

(�)
。
た
だ
し
、
磁
河
の
河
谷
を
内
に
包
む
も
の
か
ど
う
か
、
甘
水

(

現
甘
河)

の
河
谷
を
ど
の
よ
う

に
取
り
込
ん
で
い
る
か
な
ど
、
散
関
障
長
城
線
の
設
置
環
境
に
つ
い
て
は
な
お
課
題
を
残
し
て
い
る
。
甘
水
の
水
源
に
は
石
城

(『

水
経
注

疏
訳
注

洛
水
・
伊
水
篇』

参
照)

が
造
ら
れ
て
い
る

(

写
真
⑫)

。

穀
水

(

澗
河)

流
域
の
標
点
遺
跡
と
穀
水
古
河
道
の
遺
構

塩
沢

一
三



９

王
湾
遺
跡
と
金
水
河

穀
水
は
函
谷
関
を
経
た
の
ち
、
蛇
行
を
繰
り
返
し
な
が
ら
磁
澗
鎮
に
い
た
る
。
こ
こ
で
西
南
か
ら
流
れ
て
く
る
磁
河
と
合
流
す
る
。
磁

河
流
域
に
も
閻
湾
南
遺
跡
な
ど
の
新
石
器
時
代
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
磁
澗
鎮
は
李
世
民
が
討
洛
の
際
駐
軍
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
穀
水
は
そ
の
後
さ
ら
に
蛇
行
を
繰
り
返
し
な
が
ら
新
安
県
と
洛
陽
市
と
の
境
界
に
至
り
、
南
か
ら
は
王
祥
河
、
北
か
ら
は
金
水
河
が

合
流
す
る
。
三
川
が
合
流
す
る
地
点
、
穀
水
が
南
か
ら
北
へ
そ
し
て
南
へ
と
大
き
く
蛇
行
す
る
流
路
の
南
岸
段
丘
上

(

洛
陽
市
澗
西
区
王
湾

村
北
側)

に
王
湾
遺
跡
は
あ
り
、
対
岸
に
は
新
石
器
竜
山
期
の
史
家
湾
遺
跡
が
、
南
側
に
は
商
代
の
尚
凹
遺
跡
が
位
置
し
て
い
る
。
面
積
は

約
四
・
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
遺
物
の
包
含
す
る
文
化
層
の
厚
さ
は
三
メ
ー
ト
ル
前
後
に
達
す
る
。
一
九
五
九
年
か
ら
六
〇
年
に
か
け
て
、

北
京
大
学
に
よ
り
二
回
に
わ
た
る
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
住
居
址
が
九
基
、
灰
坑
が
一
七
九
穴
、
墓
葬
が
一
一
九
基
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
新
石
器
文
化
層
は
三
期
に
分
け
ら
れ
、
第
一
期
の
仰
韶
文
化
遺
跡
、
第
三
期
の
竜
山
文
化
遺
跡
、
二
者
の
過
渡
期
に
あ
た
る
第
二
期

文
化
遺
跡
が
認
識
さ
れ
て
お
り
、
洛
陽
地
域
の
新
石
器
文
化
の
指
標
遺
跡
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
明
確
な
地
層
関
係
と
資
料
の
豊
富
さ
ゆ

え
に
、
王
湾
遺
跡
は
仰
韶
文
化
か
ら
河
南
竜
山
文
化
へ
の
過
渡
期
の
性
格
を
究
明
す
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
価
値
を
有
し
て
い
る

(�)

。

金
水
河

(

河
南
省
新
安
県
正
村
の
西
南
と
孟
津
県
常
袋
郷
の
西
の
二
つ
の
水
源
を
有
す
る
、
全
長
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
非
増
水
期
で
も
断
流
は
見
ら

れ
な
い)

に
つ
い
て
は
当
該
区
域
に
係
る

『

水
経
注』

の
記
載
が
な
い
。
金
水
河
は
澗
河
水
系
に
お
い
て�
河
に
次
ぐ
規
模
を
有
す
る
河
川

で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
何
故
に
記
載
が
な
い
の
か
。
そ
の
錯
簡

(
穀
水
条
に
記
載
さ
れ
る
金
谷
水
に
比
定)

の
可
能
性
に
つ
い
て
は
拙

稿

｢

漢
魏
洛
陽
城
穀
水
水
文
考｣

を
参
照
さ
れ
た
い

(�)
。

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇

一
四



王
祥
河

(

河
南
省
新
安
県
石
人�圭
が
水
源
、
全
長
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

に
つ
い
て
は
、
孝
水
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
そ
の
一
方
で
上
述
の
磁

河
に
係
る
記
載
が

『

水
経
注』

に
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
磁
河
を
孝
水
に
比
定
す
る
見
方
も
あ
る
。
隋
唐
洛
陽
城
の
西
苑
の
範
囲
を
考

え
る
上
に
も
孝
水
の
比
定
に
つ
い
て
は
議
論
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

10

谷
水
墓
群

王
湾
遺
跡
か
ら
東
に
蛇
行
し
な
が
ら
流
れ
る
穀
水
の
南
岸
の
台
地
上

(

洛
陽
市
澗
西
区
谷
水
鎮)

は
魏
晋
か
ら
唐
代

(

礦
山
廠
唐
墓
群
と
も
称

す)

に
か
け
て
の
墓
葬
区
域
に
な
っ
て
い
る
。
当
地
に
は
現
在
中
信
重
型
重
機
公
司
や
中
国
一�
集
団
公
司
な
ど
の
大
規
模
な
機
械
工
場

が
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
構
内
で
多
く
の
墓
葬
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
特
記
す
べ
き
は
一
九
五
六
年
に
建
設
路
と
衡
山
路
の
交
差
点

に
あ
る
中
信
重
型
重
機
公
司

(

旧
礦
山
機
器
廠)
の
構
内
で
発
見
さ
れ
た
曹
魏
正
始
八
年
墓
で
あ
る
。
帷
帳
架
の
上
に
正
始
八
年

(

二
四
七)

八
月
の
記
名
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
年
代
が
明
確
に
な
っ
た
も
の
で
、
方
形

(

東
西
三
・
三
八
メ
ー
ト
ル
、
南
北
三
・
二
五
メ
ー
ト
ル)

で
南
北
に
耳

室
を
持
つ
前
室
と
長
方
形

(

東
西
三
・
二
メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
・
九
五
メ
ー
ト
ル)

の
後
室
で
構
成
さ
れ
る
磚
室
墓
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
遺
物
と

し
て
白
黄
色
の
玉
杯
が
出
土
し
て
い
る
。
現
在
そ
の
墓
葬
全
体
が
古
代
芸
術
館

(

旧
古
墓
博
物
館)

に
移
築
、
保
存
展
示
さ
れ
て
い
る

(�)

。

11

北
魏
帝
陵
区

谷
水
墓
群
の
対
岸
、
穀
水
北
岸
に
あ
た
る
柿
園
の
丘
陵

(

洛
陽
市
西
工
区
紅
山
郷)

は�
山
の
丘
陵
区
域
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
柿
園
の

東
端
に
は
北
魏
孝
荘
帝
の
静
陵
が
所
在
す
る
。
そ
こ
か
ら
北
側
に
宣
武
帝
の
景
陵
、
孝
文
帝
の
長
陵
の
順
で
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
間

隔
を
あ
け
て
北
魏
帝
陵
が
並
ん
で
い
る
。

穀
水

(

澗
河)

流
域
の
標
点
遺
跡
と
穀
水
古
河
道
の
遺
構

塩
沢

一
五



静
陵

(
残
高
一
五
メ
ー
ト
ル
、
直
径
約
四
〇
メ
ー
ト
ル)

は
三
一
〇
国
道
の
す
ぐ
南
側
に
あ
り
、
南
に
穀
水
を
望
む
。
こ
こ
か
ら
は
巨
大
な

石
翁
仲

(

高
さ
三
・
一
四
メ
ー
ト
ル)

が
出
土
し
て
い
る
。�
山
渠
が
墳
丘
の
南
側
を
通
過
し
て
お
り
、
以
前
は
周
囲
一
面
畑
で
あ
っ
た
が
、

近
年
当
区
域
は
洛
陽
工
業
園
区
と
し
て
開
発
が
進
み
、
周
囲
に
は
工
場
が
建
ち
は
じ
め
て
大
規
模
な
工
場
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

景
陵

(

古
代
芸
術
博
物
館
敷
地
内
、
残
高
約
一
八
メ
ー
ト
ル
、
周
長
三
一
四
メ
ー
ト
ル)

は
洛
陽
市
と
孟
津
県
と
の
境
界
に
あ
た
る
冢
頭
村
に
あ

る
。
当
該
区
域
は

〝

頭〞
と
い
う
呼
称
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
丘
陵
の
尾
根
の
部
分
に
立
地
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
近
傍
の
村
落
で

は
北
魏
期
の
墓
誌
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
多
く
に
埋
葬
地
と
し
て

〝

金
谷
原〞

の
名
称
が
見
ら
れ
る
。
先
述
の
金
谷
水
の
比
定
問
題
と

合
わ
せ
て
考
え
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

景
陵
の
北
に
位
置
す
る
長
陵

(

残
高
約
一
四
メ
ー
ト
ル
、
周
長
三
五
〇
メ
ー
ト
ル)

の
一
帯
は�
水

(

現�
河)

の
水
源
区
域
で
あ
る
。
景
陵

と
長
陵
の
間
か
ら
流
れ
出
る
一
支
流
と
、
長
陵
の
北
か
ら
流
れ
出
て
東
南
流
す
る
も
う
一
つ
の
支
流
と
は
、
孟
津
県
朝
陽
郷
の
西
で
合
流

し
て
い
る
。
そ
の
後
、�
水
は
南
流
し
て
後
述
す
る
西
周
青
銅
器
遺
構
の
東
南
で�
山
の
麓
を
抜
け
る
が
、
そ
の
地
点
で
西
か
ら
流
れ
て

く
る
穀
水
と
合
流
す
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
二
〇
一
二
年
衡
山
路
の
延
長
工
事
の
際
、
紅
山
郷
の
張
嶺
村

(

静
陵
の
西
北
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

で
甲
字
形
を
し
た
典
型
的
な
北
魏

期
の
大
型
墓
葬
が
発
掘
さ
れ
た
。
全
長
五
八
・
九
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
八
・
一
メ
ー
ト
ル
、
墓
道
の
長
さ
三
九
・
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
・
九
メ
ー

ト
ル
、
墓
室
は
ほ
ぼ
方
形
で
一
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
×
一
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
と
い
う
規
模
を
持
つ
。
出
土
遺
物
な
ど
か
ら
北
魏
末
期
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
節
閔
帝

(

前
廃
帝)

の
陵
墓
に
比
定
さ
れ
て
い
る

(�)
。
こ
の
ほ
か
、�
山
孟
津
県
后
溝
村
に
あ
る
大
墓
に
つ
い
て
は
、
漢
霊
帝
陵

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇

一
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の
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
高
さ
と
幅
の
比
率
か
ら
見
て
近
隣
の
後
漢
の
大
墓
と
は
形
状
が
若
干
異
な
る
点
に
疑
念
を
有
し
て
い
た
が
、

最
近
で
は
周
壕
を
有
す
る
こ
と
が
調
査
に
よ
り
判
明
し
、
そ
の
形
状
が
長
陵
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
当
該
大
墓
は
孝
明
帝
の

定
陵
に
比
定
さ
れ
て
い
る

(

洛
陽
古
代
芸
術
館
資
料)

。
以
前
は
そ
の
南
側
に
あ
る
中
規
模
の
墳
丘
が
定
陵
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

二

穀
水
古
河
道
の
遺
構

洛
陽
盆
地
に
展
開
す
る
五
大
都
城
の
う
ち
、
東
周
王
城
、
漢
魏
洛
陽
城
、
隋
唐
洛
陽
城
の
三
都
城
遺
跡
は
そ
の
存
立
環
境
に
お
い
て
穀

水
古
河
道
が
不
可
避
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
穀
水
古
河
道
の
復
元
は
洛
陽
都
城
史
を
探
究
す
る
上
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
問
題
と

し
て
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
下
、
近
年
継
続
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
穀
水
古
河
道
遺
構
の
考
古
学
調
査
の
状
況
を
軸
に
各
都
城
遺
跡
の
調
査
近
況
に
つ
い
て
述
べ

て
い
く
が
、
前
稿

｢

洛
河

(

洛
水)

・
伊
河

(

伊
水)

と
そ
の
流
域
の
都
城
・
集
落
遺
跡｣

(『

水
経
注
疏
訳
注

洛
水
・
伊
水
篇』)

に
お
い
て
都

城
遺
跡
の
概
況
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

１

東
周
王
城
と
穀
水
古
道
遺
跡

近
年
著
し
く
市
街
地
の
開
発
が
進
む
中
で
、
東
周
王
城
遺
跡
の
北
側
を
流
れ
る
穀
水
古
河
道
の
状
況
、
遺
跡
の
西
南
区
域
に
展
開
す
る

宮
殿
区
の
状
況
、
そ
し
て
東
部
に
分
布
す
る
墓
葬
区
の
状
況
が
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

穀
水
古
河
道
の
流
路
に
つ
い
て
は
、
王
城
大
道
建
設
に
伴
う
考
古
探
査
、
な
ら
び
に
隴
海
鉄
路
沿
い
の
開
発
に
伴
う
発
掘
調
査
に
お
い

穀
水

(

澗
河)

流
域
の
標
点
遺
跡
と
穀
水
古
河
道
の
遺
構

塩
沢

一
七



て
、
か
な
り
の
部
分
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
主
な
探
査
地
点
と
そ
の
河
道
遺
構
と
し
て
の
淤
土
層

(

河
床
に
堆
積
し
た
泥
砂)

の
堆
積

状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

(�)
。

①
西
工
区
の
紗
廠
西
路
と
王
城
大
道
の
交
差
点
東
北
区
域
内
：
幅

(

南
北)

約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
淤
土
層
。

②
西
工
区
の
道
南
路
南
側
の
中
儲
八
〇
一
倉
庫
内
：
幅

(

南
北)

約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
淤
土
層
。

③
老
城
区
環
城
北
路
の
九
龍
台
に
お
け
る
幅

(

南
北)

八
〇
メ
ー
ト
ル
の
淤
土
層
。

宮
殿
区
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
瞿
家
屯
で
は
す
で
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
よ
り
二
組
の
大
き
な
面
積
を
も
つ�
土
建
築
遺
構
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
北
側
の
建
築
は
周
囲
が
垣
壁
で
囲
ま
れ
て
お
り
、
長
方
形

(

東
西
三
四
四
メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
八
二
メ
ー
ト
ル)

の
形
状

を
有
し
て
い
る
。
そ
の
東
部
で
は
長
さ
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
南
北
に
走
る
大
道
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
瞿

家
屯
の
現
澗
河
よ
り
東
に
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
漢
代
河
南
県
城
南
城
壁
遺
構
よ
り
南
に
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
は
、
東
西
五
五
メ
ー

ト
ル
、
南
北
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
一
・
五
〜
二
・
三
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
大
型
建
築
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
遺
構
上
面
に
直
径
〇
・
三

〇
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
〇
・
三
五
メ
ー
ト
ル
と
直
径
〇
・
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
〇
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
大
小
二
種
類
の
柱
洞
痕
が
あ
る
こ
と
、

な
ら
び
に
そ
の
北
側
二
五
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
垣
壁

(

残
長
東
西
数
百
メ
ー
ト
ル
、
基
槽
幅
三
・
五
〇
メ
ー
ト
ル)

、
垣
壁
と
平
行
す
る
深
さ
約
七
メ
ー

ト
ル
の
城
壕
、
垣
壁
南
側
の
排
水
管

(

残
長
約
一
〇
メ
ー
ト
ル)

な
ど
数
多
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
遺
構
は
早
晩
二

期
の
異
な
る
宮
殿
遺
構
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(�)
。
こ
の
内
容
を
補
填
す
る
意
味
に
お
い
て
、
新
た
に
提
示
さ
れ
た
研
究
図
を
こ
こ
に

紹
介
し
て
お
き
た
い

(

図
一) (�)

。
こ
の
図
面
を
み
る
に
、
こ
の
宮
殿
区
は
北
側
に
環
壕
を
有
し
、
東
側
で
は
古
河
道
に
接
し
、
西
側
で
は
古

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇

一
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澗
河
に
面
し
て
い
る
。
こ
の
西
面
の
河
道
遺
構
は
、
穀
水
と
し
て

み
る
な
ら
ば
如
何
な
る
状
況
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た

現
在
の
澗
河
の
東
側
を
南
北
に
直
線
的
に
流
れ
て
い
る
が
、
果
た

し
て
人
工
的
な
溝
渠
で
あ
ろ
う
か
。『

水
経
注』

に
死
穀
と
記
さ
れ

る
の
は
こ
の
河
道
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
ほ
か
東
側
の
古
河

道
の
東
部
で
は
戦
国
期
と
さ
れ
る
糧
倉
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
糧
倉
遺
跡
に
つ
い
て
は
現
九
都
路
の
王
城
大
道
交
差
点
東
側

に
あ
り
、
南
北
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
範
囲
内
で
、
糧
倉
七
四
基
が
確
認
さ
れ
、
内
三
基
が
発
掘
さ
れ

て
い
る
。
倉
窖

(

糧
窖)

の
口
径
、
深
さ
と
も
に
一
〇
メ
ー
ト
ル
前

後
で
あ
る

(�)
。
さ
ら
に
南
郭
外
で
は
、
戦
国
中
晩
期
と
さ
れ
る
院
落

形
式
の
大
型
建
築
群
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
図
面
で
は
小
城
と
記

さ
れ
る
。
当
該
遺
構
は
、
南
流
す
る
穀
水(

人
工
渠
道
あ
る
い
は
死
穀

か)
、
南
城
郭
壁
、
東
北
流
す
る
洛
水
と
で
囲
ま
れ
た
三
角
地
帯
に

あ
り
、
そ
の
地
勢
の
防
御
面
で
の
卓
越
性
を
も
っ
て
築
造
さ
れ
た

穀
水

(

澗
河)

流
域
の
標
点
遺
跡
と
穀
水
古
河
道
の
遺
構

塩
沢

一
九

図一 東周王城の宮城､ 郭城およびその西南部小城の範囲＊



戦
国
晩
期
の
赧
王
の
居
所

(

後
述
の
韓
旗
遺
跡
よ
り
一
時
的
に
遷
都)

、
あ
る
い
は
西
周
君
の
宮
殿
区

(

戦
国
中
期
、
考
王
が
そ
の
弟
を
報
じ
た
西
周

公
国)

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(�)
。

な
お
、
東
周
王
城
の
城
壁
お
よ
び
王
城
の
都
城
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
、
近
年
の
発
掘
成
果
か
ら
注
目
す
べ
き
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
城
址
東
側
の
墓
葬
区

(

現
市
街
地
の
王
城
広
場
・
西
工
体
育
場
周
辺
の
区
域
に
あ
た
る)

を
東
城
壁
が
分
断
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
、
東

城
壁
が
春
秋
中
期
頃
に
築
造
さ
れ
、
戦
国
よ
り
秦
漢
に
改
築
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
す
る
と
、
築
造
当
初
の
西
周
期
お
よ
び
東
周
遷
都
時

に
東
周
王
城
は
外
郭
に
あ
た
る
城
壁
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る

(�)

。
上
述
の
三
角
地
帯
の
性
格
と
合
わ
せ
今
後
議
論
す
べ
き
問
題

で
あ
る
。

前
稿

｢

洛
河

(

洛
水)

・
伊
河

(

伊
水)

と
そ
の
流
域
の
都
城
・
集
落
遺
跡｣

の
中
で
言
及
し
た
の
で
割
愛
す
る
が
、
東
周
王
城
遺
跡
の
内

側
に
は
漢
代
の
河
南
県
城
遺
跡
も
存
在
す
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

２

隋
唐
洛
陽
城
北
城
と
穀
水
古
道
遺
跡

二
〇
〇
四
年
に
行
わ
れ
た
洛
陽
市
街
地
唐
宮
路
北
側
の
王
城
東
城
壁
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
城
壁
の
両
側
で
時
期
の
異
な
る
水
溝
の
遺

構
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(�)

。
こ
の
う
ち
西
側
の
水
溝
遺
構

(

数
十
メ
ー
ト
ル
の
幅
を
有
す
る
可
能
性
あ
り)

は
、
宋
代
層
位
の
下
で
戦
国
中
晩
期

の
護
岸
層
の
外
側
に
あ
り
、
そ
の
淤
土
層
か
ら
は
小
型
の
淡
水
巻
貝
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
遺
構
は
明
ら
か
に
河
道
痕

で
あ
り
、
そ
の
水
溝
は
修
築
を
重
ね
な
が
ら
唐
代
ま
で
活
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
に
行
わ
れ
た

洛
陽
駅
東
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
東
南
、
光
華
路
中
央
部
西
側
の
洛
陽
市
蔬
菜
副
食
品
有
限
公
司
敷
地
内
の
発
掘
調
査
で
も
全
く
同
様
な
状

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇

二
〇



況
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(�)
。
両
調
査
現
場
は
南
北
の
位
置
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
隋
唐
洛
陽
城
の
西
側
に
し
て
東
周
王
城
の
東
部
の
区
域

に
お
け
る
唐
代
以
前
の
水
環
境
と
穀
水
古
河
道
と
の
関
係
を
考
え
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
老
城

(
明
清
洛
陽
城)

の
北
関
に
あ
る
含
嘉
倉
城
遺
跡
区
域
南
部
で
も
幅
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
河
道
痕

(

河
道
内
の
推
積
約
一
二

メ
ー
ト
ル)

お
よ
び
河
道
痕
の
北
側
に
弧
を
描
く
よ
う
に
張
り
出
し
た
地
形
を
有
す
る
河
岸
埠
頭
址

(

細
か
く
碎
い
た
石
で
舗
装
さ
れ
た
地
面
と

護
岸
用
欄
干
柱
洞
四
基
を
検
出
、
柱
洞
は
一
辺
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
の
方
形
、
深
さ
約
〇
・
三
メ
ー
ト
ル)

が
確
認
さ
れ
る

(�)

。
こ
の
区
域
を
含
む
老
城
北
城

壁
の
北
側
、
環
城
北
路
沿
い
に
社
会
科
学
院
考
古
隊
は
数
か
所
で
探
査
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
外
濠
と
環
城
北
路
が
穀
水
古
河
道
に
沿
っ

て
作
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
、
さ
ら
に
古
河
道
は
九
龍
台
西
側
の
西
閘
口
街
の
低
地
を
経
て
こ
の
台
地
の
縁
を
回
り
込
む
よ
う
に
外
濠
に

沿
っ
て
流
れ
、�
水
と
合
流
し
て
い
た
と
想
定
し
て
い
る

(

資
料
は
未
公
開
で
あ
る
が
担
当
者
に
確
認
済
み)

。

３�
水
と
千
金�曷
お
よ
び
北
窯
鋳
銅
遺
構

�
河
回
族
自
治
区
北
窯
村
の
西
南
、
隴
海
鉄
路
の
北
側
で
は
西
周
前
期
の
大
型
青
銅
器
工
房
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
面
積
約
一

〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
文
化
層
の
厚
さ
は
八
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
。
一
九
七
四
年
に
発
掘
が
行
わ
れ
、
房
址
一
基
、
窯
穴

(

灰
坑)

、
祭
祀

坑
、
墓
葬
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
銅
器
、
陶
器
、
石
器
、
鉛
器
、
骨
器
、
玉
石
器
の
ほ
か
、
陶
笵
、
熔
炉
の
残
骸
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
西
周
前
期
の
青
銅
器
を
考
え
る
上
に
極
め
て
重
要
な
遺
跡
と
な
っ
て
い
る

(�)
。
遺
跡
の
北
側
で
比
較
的
に
広
い
河
谷
を
も
つ�
水
は
、

遺
跡
の
東
側
で
は
壺
口
の
よ
う
に
細
く
な
っ
た
谷
に
入
る
。
谷
の
南
側
は
ラ
ッ
パ
状
に
開
い
て
お
り
、
そ
の
開
口
部
に
あ
っ
て
遺
構
か
ら

南
に
延
び
る
高
台
に
は
洛
陽
東
駅
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
高
台
の
洛
陽
東
駅
南
側
の
区
域
は
九
龍
台
と
称
さ
れ
る
が
、�
水
と
穀
水

穀
水

(

澗
河)

流
域
の
標
点
遺
跡
と
穀
水
古
河
道
の
遺
構

塩
沢

二
一



の
古
河
道
を
考
え
る
上
に
標
点
と
し
て
認
識
す
べ
き
重
要
な
地
形
で
あ
る
。
遺
跡
の
あ
る
こ
の
高
台
を
北
か
ら
東
へ
、
そ
し
て
南
へ
と
回

り
込
む
よ
う
に
流
れ
る�
水
は
、�
山
台
地
の
南
端
に
あ
た
る
高
台
の
南
側
、
す
な
わ
ち
九
龍
台
か
ら
洛
水
北
岸
の
平
坦
な
河
岸
段
丘
上

に
出
る
こ
と
に
な
る
。

隋
唐
洛
陽
城
北
城
の
建
設
に
お
い
て
穀
水
の
河
道
に
如
何
ほ
ど
の
造
成
が
加
え
ら
れ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
上
述
の
ご
と
く
隋
建

都
以
前
の
穀
水
は
幅
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
河
道
を
も
ち
、
現
在
の
隴
海
鉄
路
沿
い
に
東
流
し
て
い
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
然
ら

ば
、�
山
山
中
よ
り
南
流
し
て
く
る�
水
と
は
、
こ
こ
に
お
い
て
必
然
的
に
交
差
あ
る
い
は
合
流
す
る
と
い
う
状
況
が
生
じ
る
。

�
水
は
孟
津
県
横
水
郷
会�
溝
に
源
を
有
す
る
全
長
三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
河
川
で
、
河
床
は
粘
土
お
よ
び
亜
粘
土
質
、
非
増
水
期
に

は
涸
れ
て
断
流
す
る
季
節
性
の
強
い
極
め
て
厄
介
な
河
川
で
あ
る
。
穀
水
が
こ
の
よ
う
な
性
質
を
も
つ�
水
と
合
流
す
る
と
い
う
状
況
か

ら
し
て
、�
水
を
越
え
て
さ
ら
に
穀
水
が
東
流
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
係
る
水
利
施
設
と
し
て
相
当
に
大
掛
か
り
な
も
の
が
必
要
と
な

ろ
う
。『

水
経
注』

巻
一
五�
水
条
に
み
る
千
金�曷
と
は
穀
水
の
跨�
問
題
克
服
の
た
め
に�
水

(

あ
る
い
は
合
流
後
の�
穀
水)

に
築
か
れ

た
堰
堤
で
あ
る
と
み
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

な
お
、
九
龍
台
よ
り
下
流
は
比
較
的
平
坦
な
地
形
と
な
る
た
め
、�
水
は
数
多
河
道
変
移
を
起
こ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

４

漢
魏
洛
陽
城
以
西
の
穀
水
古
河
道
お
よ
び
張
分
溝
の
遺
構

�
水
以
東
と
張
分
溝
遺
跡
以
西
の
区
間
に
お
け
る
古
河
道
に
つ
い
て
は
、
近
年
新
た
な
調
査
が
行
わ
れ
、
河
道
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

調
査
に
お
け
る
探
査
坑
の
報
告
地
点
は
、
董
村
付
近
と
唐
寺�
村
西
側
の
二
か
所
で
あ
る

(�)
。
董
村
で
は
長
さ
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
西
南

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇

二
二



か
ら
東
北
に
延
び
る
遺
構

(

地
表
面
か
ら
深
さ
二
・
八
〜
三
・
六
メ
ー
ト
ル)

が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
遺
構

開
口
部
の
幅
は
二
九
・
二
メ
ー
ト
ル
で
、
深
さ
七
・
六
〜
八
・
五
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
。
唐
寺�
西
で
は
長

さ
一
一
七
メ
ー
ト
ル
の
西
南
か
ら
東
北
に
延
び
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
遺
構
開
口
部
の
幅
は

三
二
・
八
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
八
・
八
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
。
遺
構
底
部
の
幅
は
九
・
五
メ
ー
ト
ル
、
淤
土

の
堆
積
層
の
厚
さ
は
五
・
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
部
分
の
探
査
坑

(

水
泥
路
の
西
側
、
焦
枝

鉄
路
の
東
約
五
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点)

断
面
の
セ
ク
シ
ョ
ン
図
面

(

図
二)

は
公
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
み
る
に
逆
台
形
に
近
い
形
状

(

急
傾
斜
の
側
面
と
平
坦
な
底
面)

を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
当
該
区
域

の
穀
水
古
河
道
は
人
工
河
道

(

渠
道)

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

孟
津
県
象
荘
村
以
東
に
つ
い
て
も
す
で
に
穀
水
古
河
道
の
遺
構
が
調
査
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

遺
構
は
象
荘
村
の
西
南
西
に
あ
る
西
外
郭
遺
跡
に
お
い
て
張
分
溝
を
含
め
て
三
支
に
分
流
す
る
。
北

側
の
河
道
遺
構
は
残
長
三
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
・
幅
一
〇
〜
一
五
メ
ー
ト
ル
・
淤
土
層
の
厚
さ
二
〜

二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
南
側
の
河
道
遺
構
は
残
長
三
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
・
幅
二
〇
〜
三
〇
メ
ー
ト
ル
・
淤

土
層
の
厚
さ
三
〜
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
淤
土
の
堆
積
状
況
か
ら
南
道
の
出
現
は
北
道
よ
り
も
遅
い

も
の
の
、
そ
の
使
用
期
間
は
比
較
的
長
期
に
及
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(�)

。

張
分
溝
は
漢
魏
洛
陽
城
西
外
郭
の
西
側
を
こ
の
郭
壁
に
沿
っ
て
流
れ
て
い
る

(

写
真
⑥)

。
調
査
報

穀
水

(

澗
河)

流
域
の
標
点
遺
跡
と
穀
水
古
河
道
の
遺
構

塩
沢

二
三

図二 董村付近古河道探査坑断面セクション図＊＊



告
で
は
、
大
城

(

後
述)

の
西
南
端
か
ら
四
番
目
の
城
門

(

考
古
隊
編
号
Ⅳ
号)

か
ら
西
に
延
び
る
大
道

(

通
称�
闔
門
大
道)

と
西
外
郭
と
の

交
差
地
点

(
斉
郭
村
と
龍
村
の
間)

よ
り
南
側
で
現
洛
河
に
至
る
間
の
約
二
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
検
出
し
て
い
る
。
幅
は
一
五
〜
三
〇
メ
ー

ト
ル
、
北
が
狭
く
、
南
に
下
る
ほ
ど
広
く
な
っ
て
い
る

(�)

。
筆
者
も
分
金
溝
村
西
側
に
あ
る
南
北
に
長
い
低
地
に
お
い
て
、
二
〇
〇
五
年
一

一
月
に
行
わ
れ
た
三
一
〇
国
道
脇
の
下
水
管
敷
設
工
事
の
際
、
張
分
溝
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
淤
土
の
堆
積
層
を
確
認
し
て
い
る
。

５

漢
魏
洛
陽
城
大
城

(

近
年
、
周
代
の
都
城
遺
跡
と
し
て
は
韓
旗
遺
跡
と
も
い
う)

と
穀
水
古
河
道

大
城

(

金�
城
を
含
む)

の
城
壁
遺
構
の
外
側
を
還
流
す
る
古
河
道

(

護
城
河
、
外
濠)

の
痕
跡
に
つ
い
て
は
、
七
三
年
、
九
三
年
の
調
査

報
告
、
お
よ
び
九
九
年
の
金�
城
周
辺
の
調
査
報
告
で
詳
細
な
情
報
が
提
示
さ
れ
て
い
る

(�)

。

調
査
報
告
に
よ
る
と
、
穀
水
の
河
道
が
護
城
河
に
流
れ
込
む
の
は�
泉
村
の
東
北
に
あ
る
村
寨
牆
の
内
側
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
当
地
で

は
西
側
か
ら
流
れ
込
む
一
条
の
比
較
的
規
模
の
大
き
な
淤
土
の
堆
積
溝
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
堆
積
溝
の
遺
構
は
金�
城
甲
城
の
西

南
部
で
三
支
に
分
か
れ
て
い
る
。
金�
城
の
遺
構
は
南
北
一
〇
四
八
メ
ー
ト
ル
、
東
西
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
甲
・
乙
・
丙
城
の
三
城
か
ら

成
る
が
、
丙
城
東
北
部
に
あ
る
阿
斗
墳

(

蜀
後
主
劉
禅
の
陵
墓)
の
調
査
で
こ
の
遺
構
が
墳
丘
で
は
な
く
金�
城
百
尺
楼
の
遺
構
と
さ
れ
、

最
南
端
の
丙
城
が
魏
の
明
帝
期
に
造
ら
れ
八
王
の
乱
の
舞
台
と
な
っ
た
所
謂
金�
城
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
一
方
、
北
方

に
あ
る
二
つ
の
城
址

(

甲
・
乙
城)

に
つ
い
て
は
、
北
魏
期
の
路
面
遺
構
の
上
面
に
あ
る
こ
と
よ
り
早
く
と
も
北
魏
末
も
し
く
は
隋
以
降
に

築
造
さ
れ
た
遺
構
と
み
ら
れ
て
い
る

(

写
真
⑧)

。

三
支
の
内
、
第
一
支
は
南
行
す
る
。
乙
城
と
丙
城
の
西
城
壁
の
外
側
を
城
壁
に
沿
っ
て
南
へ
向
か
い
、(

大
城
の)

西
城
壁
に
あ
る
諸
々

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇

二
四



の
城
門
の
前
を
順
次
通
過
す
る
。
淤
土
層
の
厚
さ
は
三
〜
四
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
河
幅
は
北
側
よ
り
一
八
、
二
二
、
二
四
、
二
八
メ
ー
ト

ル
と
南
に
向
か
う
ほ
ど
広
く
な
っ
て
い
る
。
河
道
と
大
城
の
西
城
壁
と
は
一
定
の
間
隔
を
保
っ
て
い
る
。
近
年
、
北
魏
西
明
門
遺
跡
北
門

道
の
下
で
、
残
長
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
磚
積
み
の
基
槽

(

幅
一
・
七
メ
ー
ト
ル
、
磚
槽
内
の
幅
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
〇
・
九
メ
ー
ト
ル)

を
持
つ
城

内
か
ら
の
排
水
渠

(

東
高
西
低
、
高
低
差
〇
・
一
メ
ー
ト
ル)

の
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(�)
(

写
真
⑩)

。

第
二
支
は
東
行
す
る
。
乙
城
の
北
部
を
東
西
に
貫
通
し
、
そ
の
後
折
れ
曲
が
っ
て
東
南
に
向
か
い
、
金
村
の
西
部
、
北
魏
大
夏
門
の
と

こ
ろ
で
大
城
に
入
る
。
引
水
渠
の
遺
構
は
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
大
城
内
部
で
の
流
路
は
未
調
査
で
あ
る
。
丙
城
が
魏
晋
の
金�
城
と
認

識
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
金�
城
の
北
を
東
流
す
る

(『

水
経
注』

、『

洛
陽
伽
藍
記』)

と
い
う
陽
渠
は
こ
の
河
道
遺
構
を
指
す
も
の
と
考
え
て
よ

か
ろ
う
。

第
三
支
は
北
行
す
る
。
甲
城
の
西
城
壁
の
外
側
を
通
過
し
、
甲
城
を
環
流
し
て�
泉
村
の
東
側
で
東
に
折
れ
、
第
二
支
と
平
行
し
て
東

に
向
か
う
。
両
者
が
何
処
で
合
流
す
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
第
三
支
の
開
鑿
に
つ
い
て
は
甲
城
の
築
造
と
同
一
時
期
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

甲
城
よ
り
東
に
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
行
っ
た
中
州
渠
の
南
側

(
金
村
の
北)

で
第
二
支
に
繋
が
る
河
道
の
遺
構
が
再
び
現
れ
、
東
に
向
か

い
大
城
の
東
北
の
角
に
至
る

(

七
三
年
の
報
告
で
は
当
該
遺
構
を
第
三
支
と
結
び
つ
け
て
表
記
し
た
が
、
九
九
年
の
報
告
で
は
こ
れ
を
改
め
描
出
し
た

河
道
痕
を
消
去
し
て
い
る
。
第
三
支
は
開
鑿
時
期
が
下
る
こ
と
か
ら
、
当
該
河
道
痕
は
第
二
支
に
充
て
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る)

。
河
道
遺
構
は
大
城
北

城
壁
と
平
行
し
て
お
り
、
そ
の
間
隔
は
二
〇
〜
三
五
メ
ー
ト
ル
、
古
河
道
遺
構
の
幅
は
二
〇
〜
二
四
メ
ー
ト
ル
、
淤
土
層
の
厚
さ
は
四
メ
ー

穀
水

(

澗
河)

流
域
の
標
点
遺
跡
と
穀
水
古
河
道
の
遺
構

塩
沢

二
五



ト
ル
を
超
え
る
。
さ
ら
に
河
道
の
遺
構
は
南
に
折
れ
曲
が
り
、
東
城
壁
に
沿
っ
て
南
に
向
か
う
。
東
城
壁
の
屈
折
部
に
あ
る
北
魏
建
春
門

遺
跡
北
門
洞
の
車
道
路
土
下
で
は
幅
一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
磚
築
溝
道

(

暗
渠)

が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
溝
内
の
堆
積
状
況
か
ら
北
魏
以
前

に
破
棄
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(�)
。

大
城
の
東
南
に
あ
る
辟
雍
遺
跡

(

遺
構
全
体
は
一
辺
約
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形)

の
北
・
東
・
西
の
三
面
で
は
水
道

(

環
水
溝)

遺
構
が

確
認
さ
れ
て
い
る

(�)
。
調
査
報
告
に
よ
る
と
水
道
は
、
洛
河
南
岸
の
築
堤
よ
り
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
・
幅
四
〜
五
メ
ー
ト
ル
で
直
線
的
に
南
下

し
、
大
型
方
形
基
壇
の
北
一
五
六
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
東
西
に
分
か
れ
る
。
西
に
は
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
直
行
し
た
後
左
に
折
れ
て
再
び

南
に
向
か
う
。
南
行
す
る
部
分
の
残
長
は
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
東
に
も
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
直
行
し
た
後
右
に
折
れ
て
再
び
南
行

す
る
。
南
行
す
る
部
分
の
残
長
は
約
四
六
〇
メ
ー
ト
ル

(

約
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
南
行
、
屈
折
後
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
西
行
、
屈
折
後
約
二
五
〇
メ
ー
ト

ル
南
行)

で
あ
る
。
水
道
遺
構
の
調
査
か
ら
理
解
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
北
側
よ
り
水
を
取
り
入
れ
、
東
西
に
分
流
す
る
か
た
ち
で
建
築
物
の

周
囲
を
環
流
さ
せ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
城
を
環
流
す
る
流
れ
は
何
処
に
通
じ
て
い
た
か
と
い
う
に
、
こ
の
状
況
に
お
い
て
一
つ
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
る
。
北

魏
建
春
門
遺
跡
の
外
側

(

東
側)

で
河
道
は
東
と
南
と
に
分
流
す
る
の
で
あ
り
、
西
護
城
河
か
ら
南
護
城
河
に
回
り
込
む
流
水
は
東
護
城
河

を
南
行
す
る
流
水
と
大
城
の
東
南
に
お
い
て
衝
突
し
捌
け
口
を
失
い
滞
流
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
辟
雍
還
水
溝
の
北
部

引
水
口
は
ま
さ
に
大
城
の
東
南
部
に
当
た
る
。
北
側
、
す
な
わ
ち
護
城
河
か
ら
引
水
し
辟
雍
の
周
囲
を
環
流
さ
せ
て
洛
水
に
排
水
す
る
な

ら
ば
、
上
記
の
滞
流
問
題
は
幾
分
解
消
さ
れ
る
。
し
か
し
、
大
城
か
ら
排
出
さ
れ
る
大
量
の
流
水
は
幅
五
メ
ー
ト
ル
程
度
の
辟
雍
の
環
水

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇

二
六



溝
だ
け
で
処
理
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
大
城
の
東
南
隅
に
お
い
て
、
枝
分
か
れ
し
た
も
う
一
条
の
溝
渠

(

河
道)

が
存
在
し
て
然
る
べ
き
で
あ
る

(�)

。
楊
守
敬

『

水
経
注
図』
｢

洛
陽
城
図｣

で
は
、
東
行
す
る
溝
渠
が
描
出
さ
れ
て
い

る
。昨

今
、
東
城
壁
の
東
側
で
現
洛
河
北
岸
よ
り
北
魏
建
春
門
大
道
遺
構
以
南
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
至
る
区
間

に
調
査
区
域
が
設
定
さ
れ

(

全
長
二
四
六
〇
メ
ー
ト
ル)

、
二
か
所
に
探
査
坑
が
設
け
ら
れ
た
。
東
城
壁
の
外
側

(

東

側)

に
あ
る
護
城
河
の
状
況
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
遺
構
上
面
開
口
部
の
幅
は
五
九
〜
六
四
メ
ー
ト
ル

(�)

、
大

城
東
城
壁
の
立
ち
上
が
り
部
分
か
ら
一
・
五
〜
九
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
お
り
、
河
岸
の
高
さ
は
西
岸
が
東
岸
よ
り
二
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
高
い
。
底
部
中
央
の
深
さ
は
地
表
面
か
ら
約
五
・
二
メ
ー
ト
ル

(

河
床
海
抜
一
一
三
・
六
三
八
メ
ー
ト
ル
〜
一

一
三
・
六
七
メ
ー
ト
ル
で
ほ
ぼ
平
坦)

、
淤
土
の
堆
積
層
の
厚
さ
は
二
・
三
メ
ー
ト
ル
〜
四
・
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
寺
碑

村
西
探
査
坑
の
セ
ク
シ
ョ
ン
図
が
図
三
で
あ
る
。
寺
碑
村
か
ら
現
洛
河
ま
で
の
区
域
は
ほ
ぼ
平
坦
で
あ
る
が
、
寺

碑
村
西
か
ら
建
春
門
の
あ
る
韓
旗
屯
村
北
ま
で
の
区
域
は
比
高
差
が
大
き
い
。
韓
旗
屯
村
に
探
査
坑
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
今
一
つ
問
題
が
解
決
さ
れ
て
は
い
な
い
。
東
城
壁
沿
い
に
あ
る
洛
陽
溝
の
遺
構
に
つ
い
て
も
調

査
が
行
わ
れ
、
堰
堤
の
遺
構

(

南
岸
が
北
岸
よ
り
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
高
く
、
堆
積
中
に
殷
代
中
晩
期
の
遺
物
が
混
入)

が
検

出
さ
れ
て
は
い
る
が

(�)
、
当
該
調
査
は
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
簡
易
的
な
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
後
述
す
る
偃
師

考
古
隊
に
よ
る
建
春
門
外
を
東
行
す
る
河
道
調
査
報
告
と
の
整
合
性
が
明
確
で
は
な
い
。
洛
陽
溝
は
大
城
東
部
の

穀
水

(

澗
河)

流
域
の
標
点
遺
跡
と
穀
水
古
河
道
の
遺
構

塩
沢

二
七

図三 寺碑村西探査坑断面セクション図＊＊



標
点
と
な
る
べ
き
重
要
な
遺
構
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
詳
細

な
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

ま
た
、
佃
荘
村
と
河
頭
村
の
東
側
、
西
大
郊
村
の
北
側
、
大

郊
寨
村
の
西
側
に
し
て
現
洛
河
に
至
る
東
西
一
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
、
南
北
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
区
域
で
、
洛
水
か
ら
城
南
護

城
河

(

陽
渠
、
穀
水
古
河
道)

に
引
水
す
る
た
め
の
大
規
模
な
遺

構
が
検
出
さ
れ
た
。
考
古
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
構
に
つ
い
て
引

洛
渠
、
堰
洛
大
堤
、
排
洪
渠
と
称
す
る

(

図
四)

。
洛
水
古
河
道

の
河
道
痕
は
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ａ
衛
星
画
像
で
も
確
認
で
き
る
ほ
ど

鮮
明
で
あ
り
、
西
大
郊
村
の
小
丘
陵
を
巡
る
よ
う
に
流
れ
て
い

る
。
こ
の
小
丘
陵
の
北
面
に
堤
防
と
排
水
道
を
作
り
、
北
に
洛

水
の
本
流
を
流
し
、
城
南
護
城
河
に
入
れ
る
大
規
模
な
構
造
物

で
あ
る
。
堰
洛
大
堤
の
上
部
は
後
世

(

時
期
は
不
確
定)

の
氾
濫

に
よ
り
大
き
く
削
ら
れ
て
お
り
、
大
郊
寨
村
西
南
に
設
け
ら
れ

た
南
北
一
一
六
メ
ー
ト
ル
の
探
査
坑
で
確
認
さ
れ
た
遺
構
は
、

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇

二
八

図四 堰洛大堤および引水渠遺跡平面図＊＊



東
西
三
〇
〇
〜
五
五
〇
メ
ー
ト
ル

(

底
部
最
長
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル)

、
南
北
四
〇
三
メ
ー
ト
ル

(

河
岸
よ
り
排
洪
渠
ま
で)

、
北
魏
以
前
の
地
層

(

地
上
面
か
ら
二
・
五
メ
ー
ト
ル)

か
ら
下
で
検
出
さ
れ
て
お
り
、
卵
石
を
混
入
し
た�
築
で
あ
る

(�)

。
排
洪
渠
の
遺
構
は
地
表
面
か
ら
四
・
七
〜

五
・
三
メ
ー
ト
ル
の
位
置
で
検
出
さ
れ
、
幅
は
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
淤
土
の
堆
積
は
四
つ
の
層
か
ら
な
り
、
深
さ
八
メ
ー
ト
ル
に
至
っ
て
も

底
部
は
未
検
出
で
あ
る
。
河
頭
村
の
東
に
設
け
ら
れ
た
探
査
坑
の
図
面
は
未
公
開
の
た
め
引
洛
渠
の
詳
細
な
状
況
は
分
か
ら
な
い

(

担
当
者

に
よ
る
と
探
査
は
す
べ
て
発
掘
で
は
な
く
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
あ
る)

。
宣
陽
門
大
道
が
大
堤
遺
構
の
上
に
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
か
ら
宣
陽
門

開
辟
以
前
の
遺
構
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
遺
構
が

『

水
経
注』

の
中
で
何
故
明
瞭
に
読
み
取
れ
な
い

の
か
、
考
古
隊
は
後
漢
の
引
洛
渠
を
想
定
し
て
い
る
が
、
文
献
史
料
で
如
何
な
る
施
設
に
充
て
て
考
え
る
べ
き
か
、
今
後
に
期
す
べ
き
重

要
な
検
討
課
題
で
あ
る
。

な
お
、
大
城
の
中
心
部
に
あ
る
太
極
殿
遺
跡
と
そ
の
周
辺
の
調
査
は
近
年
着
々
と
進
行
し
て
い
る
。
膨
大
な
調
査
量
で
あ
り
、
本
論
で

そ
れ
を
詳
述
す
る
紙
幅
は
な
く
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
近
数
年
の
状
況
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、｢

漢
魏
洛
陽
城
宮
城
太
極
殿
宮
院

遺
址
発
掘
収
穫｣

『

中
国
重
要
考
古
発
現
二
〇
一
七』

(

文
物
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
四
月)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

６

大
城
よ
り
東
向
す
る
河
道
の
遺
構
と
関
連
遺
跡

二
〇
一
一
年
に
公
開
さ
れ
た
偃
師
考
古
隊
に
よ
る
積
年
の
調
査
で
は

(�)
、
①
東
外
郭
よ
り
東
に
向
か
い
偃
師
商
城
内
を
通
過
し
て
鴻
池
陂

に
至
る
区
間

(

東
陽
渠
西
区)

、
②
鴻
池
陂
遺
跡
、
③
鴻
池
陂
よ
り
東
に
向
か
い
偃
師
老
城
を
経
て
洛
河
に
注
ぐ
区
間

(

渠
道
遺
構
は
東
屯
村
東

山
嘴
の
南
ま
で
。
合
流
部
付
近
の
遺
構
は
洛
河
の
氾
濫
に
よ
り
消
滅
。
東
陽
渠
東
区)

の
水
系
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

穀
水

(

澗
河)

流
域
の
標
点
遺
跡
と
穀
水
古
河
道
の
遺
構

塩
沢

二
九



①
韓
旗
屯
村
の
東
北

(

北
魏
建
春
門
遺
址
の
東)

よ
り
東
行
し
、
白
村
の
北
・
隴
海
鉄
路
の
北
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

(

北
魏
東
外
郭)

、

華
潤
発
電
所
の
南

(

隴
海
鉄
路
と
交
差)

、
羊
二
荘
村
の
西
北

(

三
一
〇
国
道
と
交
差)

、
南
蔡
荘
村
の
北
、
大
冢
頭
村
の
北
、
前
杜
楼
村
の
南

を
経
て
、
偃
師
商
城
遺
址
の
中
央
部
を
貫
通
し
偃
師
実
験
中
学
の
南
に
至
る
一
二
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
河
道
遺
構
で
あ
る
。
遺
構
は
黄
褐

色
土
層

(

唐
宋
期
以
降)
の
下
に
あ
る
紅
褐
色
土
層

(

漢
魏
期)

の
中
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
側
壁
は
基
本
的
に
垂
直
で
あ
る
。
遺
構
の
幅
は
、

漢
魏
洛
陽
城
の
東
外
郭
か
ら
南
蔡
荘
村
ま
で
は
六
六
〜
七
七
メ
ー
ト
ル
、
南
蔡
荘
村
か
ら
前
杜
楼
村
ま
で
は
七
〇
〜
七
五
メ
ー
ト
ル
、
前

杜
楼
村
か
ら
偃
師
商
城
ま
で
は
六
八
〜
七
五
メ
ー
ト
ル
、
偃
師
商
城
か
ら
鴻
池
陂
遺
跡
ま
で
は
七
六
〜
八
〇
メ
ー
ト
ル
、
遺
構
内
の
堆
積

は
大
冢
頭
村
の
北
側
を
境
と
し
て
そ
の
東
西
で
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
極
め
て
幅
の
広
い
直
線
の
河
道
遺
構
は
大
型
船
舶
の
航
行
を
想
起

さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
考
古
隊
は
大
型
の
漕
運
水
道
と
し
て
認
識
し
て
い
る

(�)
。
晋
の
馬
市

(

東
市)

や
常
満
倉

(

常
平
倉)

、
北
魏
の
太
倉
や

租
場
と
い
っ
た
市
場
や
糧
倉
の
立
地
環
境
を
考
え
る
た
め
の
貴
重
な
情
報
で
も
あ
る
。

②

『

水
経
注』

穀
水
条
引
く

『

百
官
志』

に
洛
陽
の
東
二
〇
里
に
あ
る
と
記
さ
れ
る
鴻
池
陂
の
遺
構
は
、
偃
師
商
城
遺
跡
の
東
南
部
で

確
認
さ
れ
て
い
る
。
東
は
高
荘
村
の
西
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
、
西
は
塔
荘
村
の
東
で
三
一
〇
国
道
の
東
側
、
北
は
洛
神
路
の
南
七

〇
メ
ー
ト
ル
地
点
、
南
は
洛
河
の
改
道
に
よ
り
消
滅
し
て
い
る
。
淤
土
の
堆
積
は
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
底
部
は
未
確
認
で
、
形
状
は
東
西

約
一
四
八
〇
メ
ー
ト
ル
・
南
北
約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
不
規
則
な
楕
円
形
を
呈
す
る
。
池
辺
は
そ
の
殆
ど
が
緩
傾
斜
を
な
し
て
い
る
が
、

西
北
の
陽
渠
が
流
入
す
る
と
こ
ろ
で
は
垂
直
で
あ
る
。
堆
積
の
状
況
か
ら
み
て
東
陽
渠
西
区
の
渠
道
と
鴻
池
陂
と
は
同
一
時
期
の
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鴻
池
陂
遺
跡
の
東
側
で
は
池
沼
遺
構

(

東
西
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
五
〇
メ
ー
ト
ル)

が
も
う
一
つ
確
認
さ
れ

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇
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〇



て
お
り
、
堆
積
状
況
は
鴻
池
陂
と
若
干
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
時
期
を
同
じ
く
す
る

単
一
の
池
沼
あ
る
い
は
流
水
調
整
池
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

③
鴻
池
陂
よ
り
さ
ら
に
東
に
延
び
る
河
道
痕
と
し
て
は
、
華
夏
世
紀
城

(

マ
ン
シ
ョ

ン
街
区)

敷
地
内
か
ら
、
偃
師
老
城
区
の
北
、
山
化
郷
湯
泉
村
の
東
南

(

中
州
渠
と
合

一)

を
経
て
、
東
屯
村
東
山
嘴
の
南
に
至
る
五
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
が
検
出
さ
れ
て
い

る
。
鴻
池
陂
址
よ
り
偃
師
老
城
に
至
る
区
間
の
幅
は
二
五
〜
三
三
メ
ー
ト
ル
、
偃
師

老
城
か
ら
東
屯
村
に
至
る
区
間
の
幅
は
幅
三
〇
〜
三
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
渠
道
の

側
壁
は
緩
傾
斜
を
な
し
て
い
る
。
遺
構
内
底
部
に
若
干
の
淤
土
層
が
確
認
さ
れ
る
に

止
ま
る
こ
と
か
ら
流
水
の
有
無
が
問
題
と
さ
れ
、
そ
の
河
幅
か
ら
み
て
も
当
該
遺
構

が
鴻
池
陂
か
ら
洛
水
に
出
る
穀
水
の
主
河
道
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

こ
の
ほ
か
、
現
洛
河
河
道
の
北
側
を
六
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
し
た
洛
陽
考
古
隊
は
偃
師
市
首
陽
山
鎮
魚
骨
村
と
和
村
の
南
側
で
水
池
の
遺
構

と
そ
の
上
層
で
三
つ
の
溝
の
遺
構

(

溝
一
：
上
幅
六
メ
ー
ト
ル
、
底
幅
一
・
七
メ
ー
ト
ル
、

堆
積
中
に
路
土
お
よ
び
車
轍
痕
あ
り
。
溝
二
：
上
幅
四
六
メ
ー
ト
ル
、
底
幅
四
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、

堆
積
中
に
金
元
代
の
磁
碗
の
残
片
を
含
む
。
溝
三
：
上
幅
五
メ
ー
ト
ル
、
底
幅
二
・
三
メ
ー
ト
ル
、

穀
水

(

澗
河)

流
域
の
標
点
遺
跡
と
穀
水
古
河
道
の
遺
構

塩
沢

三
一
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漢
代
の
縄
文
瓦
片
を
含
む)

を
検
出
し
て
い
る
。
水
池
遺
構
は
二
つ
の
段
面
を
有
し
、
上
面
の
幅
は
三
八
・
五
メ
ー
ト
ル
、
下
面
は
探
査
坑
の

外
に
通
じ
て
お
り
、
そ
の
深
さ
も
七
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
も
底
部
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
当
該
遺
構
の
調
査
を
は
じ
め
と
す
る
二
〇
一

三
年
か
ら
二
〇
一
四
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
漕
運
水
系
調
査
は
、
二
〇
一
三
年
に
発
掘
さ
れ
た
清
代
の
沈
船
と
の
関
係
に
お
い
て
運
河
古

河
道
遺
構

(

先
述
の
大
城
東
南
隅
か
ら
東
行
す
る
河
道
を
想
定
し
て
い
る)

を
検
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
沈
船

と
大
運
河
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
あ
ま
り
に
も
結
論
あ
り
き
の
調
査
で
あ
る
。
沈
船
が
確
認
さ
れ
た
地
層
の
図
面
か
ら
は
漢
唐
の
運
河
の

痕
跡
を
示
す
内
容
が
読
み
取
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
直
接
担
当
者
に
内
容
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
考
古
学
的
な
根
拠
は
何
も
な
く
、
あ
く
ま

で
も
推
測
で
あ
る
と
い
う
。
考
古
隊
の
個
々
の
調
査
は
周
密
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
に
飛
躍
し
す
ぎ
た
結
論
が
提
示
さ
れ
て
い
る

の
は
、
学
術
調
査
と
し
て
は
粗
笨
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

結

語

以
上
、
第
一
部
で
は
東
周
王
城
以
西
の
現
澗
河
流
域
の
遺
跡
に
つ
い
て
触
れ
た
。
こ
の
区
域
で
は
旧
穀
水
は
山
間
部
を
流
れ
、
比
較
的

に
深
い
河
谷
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
河
道
変
移
の
可
能
性
が
極
め
て
低
く
、
現
澗
河
と
旧
穀
水
と
は
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
と
考
え
て
よ

い
。
第
二
部
で
は
東
周
王
城
以
東
の
河
道
変
移
を
起
こ
し
た
穀
水
の
古
河
道
の
遺
構
を
中
心
に
言
及
し
た
。
穀
水
古
河
道
は
現
在
の
洛
陽

市
街
地
を
通
過
し
、
偃
師
ま
で
延
び
る
も
の
で
、
そ
の
遺
構
調
査
は
開
発
に
と
も
な
う
緊
急
調
査
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
断
続
的

に
行
わ
れ
、
続
々
と
発
表
さ
れ
る
考
古
隊
の
調
査
報
告
か
ら
、
か
な
り
の
部
分
に
お
け
る
河
道
復
元
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇

三
二



穀
水
古
河
道
を
巡
る
問
題
は
漢
魏
洛
陽
城
に
限
ら
ず
、
東
周
王
城
、
隋
唐
洛
陽
城
と
い
う
巨
大
都
城
の
生
態
復
元
に
も
係
る
も
の
と
し
て

極
め
て
重
要
な
問
題
を
包
括
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
今
後
さ
ら
に
調
査
が
進
む
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
調
査
区

域
が
広
大
か
つ
複
数
の
行
政
区
域
に
ま
た
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
間
の
関
係
も
複
雑
で
あ
り
、
報
告
の
内
容
や
結
論

に
も
往
々
に
し
て
齟
齬
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
前
提
と
し
て
認
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
報
告
書
の
活
用
に
は
十
分
な
注
意
を
も
っ

て
臨
む
べ
き
こ
と
を
末
筆
な
が
ら
重
ね
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

注

(

１)

拙
著

『

千
年
帝
都
洛
陽
―
そ
の
遺
跡
と
人
文
・
自
然
環
境
―』

雄
山
閣
、
二
〇
一
〇
年
。

(

２)

拙
稿

｢

漢
魏
洛
陽
城
穀
水
水
文
考｣
『

東
洋
史
研
究』

七
一
巻
二
号
、
二
〇
一
二
年
。

(

３)

国
家
文
物
局

『

中
国
文
物
地
図
集』
(

河
南
分
冊)

、
中
国
地
図
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

(

４)

洛
陽
市
文
物
考
古
研
究
院
、
陝
県�肴
函
古
道
文
物
保
護
管
理
所

｢

陝
県�肴
函
古
道
遺
址
考
古
調
査
与
試
掘
的
初
歩
収
穫｣

『

洛
陽
考
古』

二
〇
一
六

年
第
一
期
。

(

５)

王
巍

『

中
国
考
古
学
大
辞
典』

上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
。

(

６)

河
南
省
文
物
局

『

河
南
省
文
物
志』

上
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。

(

７)

国
家
文
物
局

『

中
国
文
物
地
図
集』

(

河
南
分
冊)

、
前
掲
注

(

３)

。

穀
水

(

澗
河)

流
域
の
標
点
遺
跡
と
穀
水
古
河
道
の
遺
構

塩
沢

三
三



(

８)
陳
平

｢

鴻
慶
寺
石
窟｣

『

中
原
文
物』

一
九
八
七
年
第
四
期
、
李
中
翔

｢

鴻
慶
寺
石
窟
保
護
研
究｣

『

中
原
文
物』

二
〇
〇
三
年
第
一
期
、
久
野
美
樹

｢

鴻
慶
寺
石
窟
第
一
窟
に
つ
い
て｣

『

法
政
史
学』

第
八
四
号
、
二
〇
一
五
年
。

(

９)

拙
稿

｢

函
谷
関
遺
跡
考
証
―
四
つ
の
函
谷
関
遺
跡
に
つ
い
て
―｣

『

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要』

第
一
六
九
冊
、
二
〇
一
六
年
、｢

城
壁
・
烽
火
台
遺
構

よ
り
み
た
潼
関
城
址｣
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

前
近
代
中
国
に
お
け
る
交
通
路
と
関
津
に
関
す
る
環
境
史
学
的
研
究｣

報
告
書
、
二
〇
一
七
年
。

(

10)

洛
陽
市
文
物
考
古
研
究
院

｢
新
安
函
谷
関
遺
址
考
古
調
査
発
掘
獲
得
重
大
収
穫｣

『

中
国
文
物
報』

二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
五
日
、
洛
陽
市
文
物
考

古
研
究
院
・
新
安
県
文
物
管
理
局

｢
河
南
新
安
県
漢
函
谷
関
遺
址
二
〇
一
二
〜
二
〇
一
三
年
考
古
調
査
与
発
掘｣

『

考
古』

二
〇
一
四
年
第
一
一
期
、
洛

陽
市
文
物
考
古
研
究
院

｢

洛
陽
新
安
漢
函
谷
関
遺
址
考
古
工
作
総
述｣

『

洛
陽
考
古』

二
〇
一
四
年
第
二
期
。

(

11)

筆
者
が
指
摘
し
た
散
関
障
の
防
衛
線
と
関
連
す
る
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
八
年
に
洛
陽
市
ボ
ー
リ
ン
グ
管
理�
公
室
に
よ
る
鳳
凰
山
、
青
龍
山
、

窯
場
村
へ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
新
安
関
城
遺
跡
の
南
北
両
方
に
連
な
る
長
城
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。｢

河
南
新
安
県
漢
函
谷
関
遺
址
二
〇
一
二
〜
二

〇
一
三
年
考
古
調
査
与
発
掘｣

前
掲
注

(

10)

。

(

12)

拙
著

『

後
漢
魏
晋
南
北
朝
都
城
境
域
研
究』

雄
山
閣
、
二
〇
一
三
年
。

(

13)

北
京
大
学
考
古
文
博
学
院

『

洛
陽
王
湾
―
田
野
考
古
発
掘
報
告』
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。

(

14)

拙
稿

｢

漢
魏
洛
陽
城
穀
水
水
文
考｣

前
掲
注

(

２)

。

(

15)
『

考
古
通
訊』

一
九
五
八
年
第
七
期
、
洛
陽
市
文
物
工
作
隊

｢

洛
陽
曹
魏
正
始
八
年
墓
発
掘
報
告｣

『

考
古』

一
九
八
九
年
第
四
期
。

(

16)
｢

洛
陽
衡
山
路
北
魏
大
墓｣

『

二
〇
一
三
年
中
国
重
要
考
古
発
現』

文
物
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
。

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇

三
四



(

17)
王
炬

｢

谷
水
与
洛
陽
諸
城
址
的
関
係
初
探｣

『

考
古』

二
〇
一
一
年
第
一
〇
期
、
洛
陽
市
文
物
工
作
隊
資
料
室
収
蔵
内
部
非
公
開
資
料
、
拙
稿

｢

漢

魏
洛
陽
城
穀
水
水
文
考｣

前
掲
注

(

２)

。

(

18)
｢

洛
陽
東
周
王
城
内
発
現
大
型�
土
基
址｣

『

中
国
文
物
報』

一
九
九
九
年
八
月
二
九
日
。

(

19)

徐
昭
峰

｢

試
論
東
周
王
城
的
城
郭
布
局
及
其
演
変｣

『

考
古』

二
〇
一
一
年
第
五
期
。

(

20)

洛
陽
博
物
館

｢

洛
陽
戦
国
糧
倉
試
掘
紀
略｣

『

文
物』

一
九
八
一
年
第
一
一
期
。

(

21)

許
宏

『

先
秦
城
邑
考
古』

金
城
出
版
社
・
西
苑
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
、
第
六
章
春
秋
戦
国
時
代
城
邑
。

(

22)

許
宏

『

先
秦
城
邑
考
古』

前
掲
注

(
21)
。

(

23)

鄭
州
大
学
歴
史
学
院
・
洛
陽
市
文
物
工
作
隊
｢

洛
陽
東
周
王
城
東
城
墻
遺
址
二
〇
〇
四
年
度
発
掘
簡
報｣

『

文
物』

二
〇
〇
八
年
第
八
期
。

(

24)

洛
陽
市
文
物
工
作
隊

『

考
古
年
報』

二
〇
一
〇
年
。

(

25)

河
南
省
博
物
館
・
洛
陽
市
博
物
館

｢

洛
陽
隋
唐
含
嘉
倉
的
発
掘｣

『

文
物』

一
九
七
二
年
第
三
期
、
洛
陽
文
物
工
作
隊

｢

洛
陽
含
嘉
倉
一
九
八
八
年

発
掘
簡
報｣

『

文
物』

一
九
九
二
年
第
三
期
、
方
孝
廉
・
謝
虎
君

｢
洛
陽
含
嘉
倉
的
発
掘
与
研
究｣

『

洛
陽
博
物
館
建
館
五
〇
周
年
論
文
集』

洛
陽
博
物
館
、

大
象
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
。

(

26)

洛
陽
市
文
物
工
作
隊

｢

一
九
七
五
―
一
九
七
九
年
洛
陽
北
窯
西
周
鋳
銅
遺
址
的
発
掘｣

『

考
古』

一
九
八
三
年
第
五
期
。

(

27)

洛
陽
市
文
物
考
古
研
究
院

｢

洛
陽
漢
唐
漕
運
水
系
考
古
調
査｣

『

洛
陽
考
古』
二
〇
一
六
年
第
四
期
。

(

28)

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
漢
魏
故
城
工
作
隊

｢

北
魏
洛
陽
外
郭
城
和
水
道
的
勘
査｣

『

考
古』

一
九
九
三
年
第
七
期
、
杜
金
鵬
・
銭
国
祥

穀
水

(

澗
河)

流
域
の
標
点
遺
跡
と
穀
水
古
河
道
の
遺
構

塩
沢

三
五



『

漢
魏
洛
陽
城
遺
址
研
究』

前
言
、
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
。

(

29)

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
漢
魏
故
城
工
作
隊

｢

北
魏
洛
陽
外
郭
城
和
水
道
的
勘
査｣

前
掲
注

(

28)

。

(

30)

中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
工
作
隊

｢

漢
魏
洛
陽
城
初
歩
勘
査｣

『

考
古』

一
九
七
三
年
第
四
期
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
漢
魏
故

城
工
作
隊

｢

北
魏
洛
陽
外
郭
城
和
水
道
的
勘
査｣

前
掲
注

(

28)

、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
漢
魏
故
城
隊

｢

漢
魏
洛
陽
故
城
金�
城
址
発
掘

簡
報｣

『

考
古』

一
九
九
九
年
第
三
期
。

(

31)
｢

漢
魏
洛
陽
故
城
北
魏
内
城
西
陽
門
遺
址｣

『

中
国
考
古
学
年
鑑

二
〇
一
四』

中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
。

(

32)

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
漢
魏
故
城
工
作
隊

｢

漢
魏
洛
陽
城
北
魏
建
春
門
遺
址
的
発
掘｣

『

考
古』

一
九
八
八
年
第
九
期
。

(

33)

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所

『

漢
魏
洛
陽
故
城
南
郊
礼
制
建
築
遺
址
―
一
九
六
二
〜
一
九
九
二
年
考
古
発
掘
報
告』

文
物
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、

第
三
章
辟
雍
遺
址
。

(

34)

拙
稿

｢

漢
魏
洛
陽
城
穀
水
水
文
考｣

前
掲
注

(

２)

。

(

35)

洛
陽
市
文
物
考
古
研
究
院

｢

洛
陽
漢
唐
漕
運
水
系
考
古
調
査｣
前
掲
注

(

27)

。｢

洛
陽
運
河
一
号
・
二
号
清
代
沈
船
遺
址
与
漢
唐
漕
運
水
系
調
査｣

『

二
〇
一
四
年
中
国
重
要
考
古
発
現』

文
物
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
の
中
で
は
六
一
・
二
メ
ー
ト
ル
と
記
す
。

(

36)
｢

洛
陽
運
河
一
号
・
二
号
清
代
沈
船
遺
址
与
漢
唐
漕
運
水
系
調
査｣

前
掲
注

(

35)

。
(

37)

洛
陽
市
文
物
考
古
研
究
院

｢

洛
陽
漢
唐
漕
運
水
系
考
古
調
査｣

前
掲
注

(

27)
。｢
洛
陽
運
河
一
号
・
二
号
清
代
沈
船
遺
址
与
漢
唐
漕
運
水
系
調
査｣

前
掲
注

(

35)

、
の
中
で
は
東
西
五
三
〇
、
南
北
四
二
〇
メ
ー
ト
ル
と
記
す
。

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇

三
六



(

38)
偃
師
市
文
物
管
理
局

｢

漢
魏
洛
陽
城
東
陽
渠
・
鴻
池
陂
考
古
勘
察
簡
報｣

『

華
夏
考
古』

二
〇
一
一
年
第
一
期
、
拙
稿

｢

漢
魏
洛
陽
城
穀
水
水
文
考｣

前
掲
注

(
２)
。

(

39)

杜
金
鵬
・
銭
国
祥

『

漢
魏
洛
陽
城
遺
址
研
究』

前
言
、
前
掲
注

(

28)

。

＊

図
一
は
、
徐
昭
峰

｢

試
論
東
周
王
城
的
城
郭
布
局
其
演
変｣

『

考
古』

二
〇
一
一
年
第
五
期
よ
り
転
載

＊＊

図
二
、
三
、
四
は
洛
陽
市
文
物
考
古
研
究
院

｢

洛
陽
漢
唐
漕
運
水
系
考
古
調
査｣

『

洛
陽
考
古』

二
〇
一
六
年
第
四
期
よ
り
転
載(

図
四
は
加
筆
し
て
あ
る)

＊＊＊

図
五
は
、
偃
師
市
文
物
管
理
局

｢

漢
魏
洛
陽
城
東
陽
渠
・
鴻
池
陂
考
古
勘
察
簡
報｣

『

華
夏
考
古』

二
〇
一
一
年
第
一
期
よ
り
転
載

穀
水

(

澗
河)

流
域
の
標
点
遺
跡
と
穀
水
古
河
道
の
遺
構

塩
沢

三
七
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